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特集

地球のために、私たちができること

国際村がJAFRAアワード(総務大臣賞)を受賞しました

町内の話題 ズームアップ

　子育て支援センターでお父さんお母さんとたくさん遊んだよ！　ほか

ふれ愛くらぶ

　ボーちゃんの知っ得！しちがはま　ほか

暮らしアラカルト

　始まります！平成20年分所得の所得税・町県民税の申告

　七ヶ浜町誌「増補版」を刊行

　子育て支援センターだより　ほか　

第15回七ヶ浜町生涯学習フェスティバル
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未来への夢と希望を胸に

　1月11日、国際村で成人式が行われ、216名の新成人

が出席し、自覚と責任を胸に新たな一歩を踏み出しま

した。

　また、有志の新成人21名が結成する「成人式実行委

員会」が式の準備や進行を行い、手づくりの成人式を

創りあげました。

主な内容
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　人間活動にともなう

温室効果ガス濃度の増

加が引き起こす地球温

暖化は、気候の変動を

もたらし、生態系の変化、

水資源の確保、人間の

健康など、様々な分野

に影響を与える可能性

が高いことから、早急

な対応が求められてい

ます。

　今後、2100年までに

予想される気温の上昇

幅は最大で６.４℃と予

想されており、気候変

動に関する政府間パネ

ル(ＩＰＣＣ)によると、

このまま温暖化を放置

し続ければ、｢人類が

経験したことのない壊

滅的な影響の可能性｣

が起きるとの指摘がさ

れています。

　近年、地球温暖化に

おける悪影響が世界各

地で見られる中、日本

のみならず、世界中の

国々や企業において温

暖化防止に対する取り

組みが始まっています

が、一方で私たちの日

常生活においても、い

つでも簡単にできる温

暖化対策が多々ありま

す。

　今月の特集では、地

球温暖化における現状

とその取り組みについ

て皆さんと一緒に考え

ていきたいと思います。
※気候変動に関する政府間パネル(ＩＰＣＣ)…昭和63年に設立された国連の組織。各国政府
から推薦された科学者などが参加し、地球温暖化の科学的・技術的評価を行い、得られた知見
を政府関係者はじめ、広く一般に利用してもらうことを目的とする。

写真提供：宇宙航空研究開発機構

　
私
た
ち
の
住
む
地
球
は
、
太
陽
か

ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
暖
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
暖
め
ら
れ
た
地
球
か
ら
は
熱

が
放
射
さ
れ
ま
す
が
、
大
気
に
含
ま

れ
る
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果

ガ
ス
は
こ
の
熱
の
放
出
を
防
ぎ
、
地

表
が
暖
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
作
用
が
温
室
に
似
て
い
る
た

め｢

温
室
効
果｣

と
言
わ
れ
、
そ
の
効

果
を
も
た
ら
す
二
酸
化
炭
素
な
ど
の

ガ
ス
を｢

温
室
効
果
ガ
ス｣

と
呼
ん
で

い
ま
す
。

　
現
在
地
球
の
平
均
気
温
は
約
14
度

で
す
が
、
温
室
効
果
が
ま
っ
た
く
な

い
状
態
だ
と
マ
イ
ナ
ス
19
度
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。

　
地
球
の
気
温
が
安
定
し
て
い
る
の

は
、
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果

ガ
ス
に
よ
る
も
の
で
、
一
定
の
バ
ラ

ン
ス
を
保
ち
、
少
し
づ
つ
放
出
さ
れ

る
た
め
地
球
の
気
温
が
安
定
し
て
い

る
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
は

生
物
が
生
き
る
た
め
に
必
要
不
可
欠

な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
18
世
紀
に

始
ま
っ
た
産
業
革
命
以
降
、
人
間
は

石
油
や
石
炭
な
ど
の
化
石
燃
料
を
大

量
に
消
費
す
る
こ
と
で
、
大
気
中
へ

の
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
急
速
に
増

加
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
温
室
効
果
が
こ
れ
ま
で
よ
り
も

強
く
な
り
、
地
表
面
の
温
度
が
上
昇

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を｢

地
球
温
暖
化｣

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

生
き
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
「
温
室
効
果
ガ
ス
」



　
地
球
表
面
の
大
気
や
海
洋
の
平
均

気
温
は
、
19
世
紀
か
ら
始
ま
っ
た
科

学
的
な
気
温
の
観
測
の
も
と
に
統
計

が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
球
の
平
均

気
温
は
１
９
０
６
年
か
ら
２
０
０
５

年
の
１
０
０
年
間
で
０
・
７
４
度
も

上
昇
し
て
お
り
、
近
年
50
年
の
気
温

の
上
昇
幅
は
、
過
去
１
０
０
年
の
上

昇
速
度
の
約
２
倍
。

　
地
球
は
こ
れ
ま
で
も
10
万
年
周
期

で
寒
冷
な
長
い
期
間
と
温
暖
な
短
い

期
間
の
気
候
変
動
を
繰
り
返
し
て
き

て
い
ま
す
が
、
現
在
の
地
球
温
暖
化

は
こ
れ
ま
で
地
球
が
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
急
激
な
変
動
で
す
。
※
気
候

変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル(

以

下
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ)

は
Ａ
Ｒ
４(

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

に
よ
る
第
４
次
評
価
報
告
書)

の
中

で｢

地
球
温
暖
化
に
は
疑
う
余
地
が

な
い｣

と
報
告
し
て
い
ま
す
。

　
世
界
各
国
で
は
、
こ
れ
に
起
因
す

る
と
見
ら
れ
る
海
水
面
の
上
昇
や
気

象
の
変
化
が
観
測
さ
れ
、
生
態
系
や

人
類
の
活
動
へ
の
悪
影
響
が
懸
念
さ

れ
て
お
り
、
温
暖
化
を
放
置
し
た
場

合
、
今
世
紀
末
に
５
～
６
度
の
気
温

の
上
昇
が
発
生
し
、
世
界
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
約
20
％
に
相
当
す
る
損
失
を
被
る

リ
ス
ク
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
世
界
の
各
地
で
は
、
強
い
台

風
や
集
中
豪
雨
、
熱
波
な
ど
の
異
常

気
象
に
よ
る
災
害
が
頻
繁
に
発
生
し

て
い
ま
す
が
、
温
暖
化
が
進
行
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
異
常

気
象
が
増
加
し
、
強
さ
も
増
す
可
能

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
地
球
温
暖
化
の
悪
影
響
は
、

さ
ら
に
深
刻
化
し
て
い
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
て
お
り
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
報
告

書
で
は
、
平
均
気
温
の
上
昇
に
よ
り
、

ど
の
よ
う
な
影
響
が
世
界
各
地
で
予

想
さ
れ
る
か
を
詳
し
く
ま
と
め
て
い

ま
す
。

　
北
極
で
は
、
今
世
紀
末
に
は
夏
期

の
海
氷
が
す
べ
て
な
く
な
っ
て
し
ま

う
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
ホ
ッ
キ
ョ

ク
グ
マ
が
１
０
０
年
後
に
は
絶
滅
し

て
し
ま
う
と
い
う
絶
滅
危
惧
種
に
も

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
1
度
以
上
平
均
気
温
が
上
昇

す
る
と
最
大
で
30
％
の
種
で
絶
滅
の

リ
ス
ク
が
増
加
し
、
３
度
か
ら
４
度

の
上
昇
で
は
地
球
規
模
で
の
重
大
な

絶
滅(

野
生
生
物
の
約
40
％)

が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
界
の
人

口
の
６
分
の
１
以
上
が
水
不
足
に
苦

し
む
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
干
ば

つ
や
熱
波
、
台
風
の
強
大
化
な
ど
の

異
常
気
象
の
増
加
も
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。

＜21世紀の気温上昇により懸念される影響例＞ ＜世界の年平均地上気温の平年差の経年変化＞

1℃

2℃

3℃

4℃

5℃

6℃
海面上昇で東京など

の大都市が脅かされる・

ヒマラヤの巨大氷河

が失われる。

最大40億人が水不足。
最大5.5億人が飢餓

多くの海域でサンゴの
白化が起きる

アフリカで８千万人
以上がマラリアの危険。
北極圏のツンドラの
半分が失われる

人類が経験したことのな
い壊滅的影響の可能性

ホッキョクグマなど
が絶滅の可能性。洪
水の被害者が毎年数
百万人に

◆特集　地球のために、私たちができること

※気象庁データより。平年差は1971年から2000年の30年平均値と各年の差
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今
後
、
さ
ら
に
上
昇
す
る
と
予
想
さ
れ
る
地
球
の
平
均
温
度

温
暖
化
の
悪
影
響
が
深
刻
さ
を
増
す



世
界
各
国
が
一
丸
と
な
り
排
出
量
削
減
へ

京
都
議
定
書
と
キ
ャ
ッ
プ
＆
ト
レ
ー
ド
方
式

　

キ
ャ
ッ
プ
＆
ト
レ
ー
ド
で

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
へ
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京都議定書で決められた
主要国の温室効果ガス排出削減目標
（2008年～2012年の期間の目標）

※アメリカ合衆国は
　2009年1月末現在未締結

※1990年度(基準年)の排出量を0％とする

日本における温室効果ガス排出量の推移（1900年～2007年）
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京
都
議
定
書
で
締
結
し
た

日
本
の
排
出
上
限

※京都議定書策定以前から化石燃料を

使わない方法で排出量を減らしてきた

ノルウェーなどの国々は、目標値が緩

く設定されています。
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平
成
９
年
に
京
都
で
開
催
さ
れ
た

｢

気
候
変
動
枠
組
条
例
第
３
回
締
約

国
会
議｣

(

地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会

議
、
Ｃ
О
Ｐ
３)
で
は
、
先
進
国
か

ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
数
値
目
標
や
、
そ
の
達
成
方
法
な

ど
を
定
め
た｢

京
都
議
定
書｣
が
合
意

さ
れ
ま
し
た
。

　
京
都
議
定
書
の
目
標
達
成
期
間
は

２
０
０
８
年
か
ら
２
０
１
２
年
。
１

９
９
０
年
度(

基
準
年)

と
比
較
し
、

先
進
国
全
体
で
５･

２
％
の
削
減
、

日
本
は
６
％
の
削
減
が
義
務
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。
京
都
議
定
書
は
世
界
の

国
々
が
は
じ
め
て
法
的
義
務
の
あ
る

具
体
的
な
削
減
目
標
に
合
意
し
た
世

界
初
の
枠
組
み
で
あ
り
、
地
球
規
模

で
の
温
暖
化
対
策
が
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
京
都
議
定
書
の
排
出
削

減
目
標
と
は
裏
腹
に
、
日
本
で
は
年
々

排
出
量
が
増
加
し
て
い
る
現
状
に
あ

り
ま
す
。
日
本
の
２
０
０
７
年
度
の

温
室
効
果
ガ
ス
の
国
内
排
出
量
が
13

億
７
１
０
０
万
ト
ン
と
過
去
最
悪
を

記
録
し
て
お
り
、
基
準
年
の
排
出
量

と
比
較
す
る
と
、
８･

７
％
も
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
各
国
政
府
や
企
業
の
さ
ら

な
る
温
暖
化
対
策
へ
の
取
り
組
み
の

の
ほ
か
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
生

活
ス
タ
イ
ル
を
少
し
ず
つ
変
え
て
い

く
努
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
温
暖
化
対
策
の｢

先
駆
者｣

役
を
務

め
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合(

以
下
Ｅ
Ｕ)

は
２
０
２
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ

ス
を
１
９
９
０
年
比
で
20
％
以
上
削

減
す
る
と
の
目
標
を
打
ち
出
し
て
い

ま
す
が
、
Ｅ
Ｕ
で
は
、
企
業
に
温
室

効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標
を
課
す
排
出

量
取
引
制
度(

キ
ャ
ッ
プ
＆
ト
レ
ー

ド
方
式)

を
早
く
か
ら
導
入
し
、
排

出
量
の
削
減
に
積
極
的
で
す
。

　
キ
ャ
ッ
プ
＆
ト
レ
ー
ド
方
式
は
、

２
０
０
５
年
か
ら
Ｅ
Ｕ
で
実
施
さ
れ

て
い
る
温
暖
化
防
止
対
策
の
１
つ
で
、

一
定
以
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
発

電
所
な
ど
約
１
万
１
千
の
事
業
所
の

参
加
を
義
務
づ
け
、
各
国
政
府
が
国

内
の
企
業
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

の
上
限
を
設
け
る
制
度
で
、
上
限
を

超
え
て
排
出
し
た
場
合
は
排
出
量
の

購
入
が
迫
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
、
上
限
よ
り
排
出
量
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
た
企
業
は
、
そ
の
余

剰
分
の
排
出
量
を
上
限
に
達
し
な
い

企
業
に
売
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

市
場
が
活
性
化
す
る
ほ
か
、
企
業
の

削
減
努
力
が
一
層
強
ま
り
、
全
体
の

排
出
量
削
減
に
つ
な
が
る
と
い
う
制

度
で
す
。
　

　
昨
年
日
本
に
お
い
て
も
、
日
本
版

キ
ャ
ッ
プ
＆
ト
レ
ー
ド
の
統
合
市
場

の
試
行
が
開
始
さ
れ
、
国
内
の
５
０

１
社
が
参
加
し
、
温
暖
化
防
止
に
お

け
る
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
多
く
の
企
業
が
参
加
し
、

温
暖
化
対
策
へ
の
足
が
か
り
と
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。



水道から 2.2％

水道から 
　 1.9％

◆特集　地球のために、私たちができること

地
球
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
へ
　

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
簡
単
に
で
き
る
地
球
温
暖
化
対
策

水道から 2.2％

水道から 
　 1.9％

ゴミから

　5.2％

　30.3％

自動車から
14.3％

11.9％

照明・家電製品から

30.1％

キッチンから

4.1％

キッチンから

4.1％

給湯から

暖房から

　　　2006年

  約5,200[㎏CO2/世帯]

　 世帯あたりCO2排出量

家庭からの二酸化炭素排出量
　　　　－用途別内訳－
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地
球
が
誕
生
し
て
46
億
年
。
今
地

球
は
、
産
業
革
命
以
降
の
数
百
年
間

に
人
類
が
排
出
し
た
温
室
効
果
ガ
ス

に
よ
っ
て
苦
し
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
人
為
的
排
出
量
は

自
然
の
吸
収
率
の
約
２
倍
に
達
し
て

お
り
、
気
温
の
上
昇
を
抑
え
る
に
は
、

こ
れ
を
自
然
の
吸
収
率
と
同
等
ま
で

減
ら
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
世
界
の
国
々
や
企
業
は
温

室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
向
け
、
様
々

な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

温
暖
化
防
止
へ
の
取
り
組
み
は
、
何

も
政
府
や
企
業
だ
け
が
す
る
こ
と
で

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
日
常
生

活
を
今
一
度
振
り
返
り
、
地
球
を
思

い
や
り
、
環
境
へ
の
意
識
を
持
つ
こ

と
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
少
し
で
も

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
　

　
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
中
で
、
取

り
分
け
家
庭
部
門
で
の
排
出
削
減
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル(

可
能
性)

は
非
常
に
高

い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
取
り
組
め
ば
、
温
室
効
果

ガ
ス
を
確
実
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
家
庭
か
ら
で
る
二
酸
化
炭
素

は
、
自
動
車
、
家
電
製
品
、
給
湯
、

暖
房
の
順
番
で
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
家
電
製
品
の
ち
ょ
っ
と

し
た
使
用
方
法
の
工
夫
や
、
ご
み
の

分
別
や
減
量
、
ま
た
、
車
の
ア
イ
ド

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
な
ど
の
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
、
自
転
車
・
徒
歩
で
の
買
い
物

や
通
勤
な
ど
、
日
常
生
活
を
見
直
し

て
み
る
と
、
私
た
ち
が
簡
単
に
実
行

に
移
せ
る
地
球
温
暖
化
対
策
が
数
多

く
あ
り
ま
す
。

 

例
え
ば
レ
ジ
袋
で
す
が
、
レ
ジ
袋

は
買
い
物
を
す
る
と
い
つ
で
も
も
ら

え
、
そ
の
用
途
も
広
範
囲
に
わ
た
る

た
め
、
私
た
ち
の
生
活
に
と
て
も
な

じ
み
の
深
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
そ
の
反
面
、
レ
ジ
袋
を
受

け
取
る
こ
と
が
習
慣
と
な
っ
て
し
ま
い
、

温暖化により世界各地で様々な影響がでています

沖縄県阿嘉島周辺のサンゴ礁(1994年・写真左）
　　　　　　　　　　と白化した阿嘉島周辺サンゴ(1998年・写真右)

ツバルのとある島の様子。

この島には9本のやしの木

しか残っていない。やしな

どの根は、波から砂の流出

を防ぎ、島を守っているが、

これだけ小さくなってしま

うと守りきれず、水没して

しまう島だと言われている。

(2002年)

ノルウェーのスバーバル諸島の氷河の後退(1996年・写真左　2005年・写真右)。北極を含む北半球の高緯度地域は、
地球温暖化の影響が強く現れると予想されていたが、近年、急速急速な氷の減少、氷河の後退が観測されている。

「全国地球温暖化防止活動推進センターホームページ」より(http://www.jccca.org/)

写真提供：広島大学大学院生物圏科学研究科 中坪孝之写真提供：広島大学大学院生物圏科学研究科 中坪孝之

Photo credit Shuuichi Endou(Tuvalu Overview)写真提供：阿嘉島臨海研究所写真提供：阿嘉島臨海研究所



現
在
国
内
で
1
年
間
に
使
用
さ
れ
る

レ
ジ
袋
は
約
３
０
５
億
枚
、
国
民
1

人
あ
た
り
約
３
０
０
枚
が
消
費
さ
れ

て
い
ま
す
。
普
段
つ
い
つ
い
も
ら
っ

て
し
ま
う
レ
ジ
袋
。
レ
ジ
袋
も
製
造
、

リ
サ
イ
ク
ル
、
焼
却
の
過
程
で
二
酸

化
炭
素
を
排
出
し
ま
す
。
私
た
ち
1

人
ひ
と
り
が
マ
イ
バ
ッ
ク
を
使
用
す

れ
ば
、
少
し
で
も
温
室
効
果
ガ
ス
を

削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

昨
年
10
月
に
は
、
二
酸
化
炭
素
の

削
減
に
よ
る
地
球
温
暖
化
の
防
止
や

ご
み
の
減
量
、
資
源
の
有
効
活
用
な

ど
を
目
的
と
し
た｢

み
や
ぎ
レ
ジ
袋

使
用
削
減
取
り
組
み
協
定
締
結
式｣

が
宮
城
県
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
各
店
舗
に
お
い
て
レ
ジ
袋

使
用
削
減
に
向
け
た
様
々
な
取
り
組

み
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

 

ま
た
、
日
ご
ろ
の
生
活
で
で
る
家

庭
ゴ
ミ
の
減
量
も
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
七
ヶ
浜
町

の
平
成
19
年
度
の
資
源
物
を
含
む
ご

み
の
量
は
、
約
６
９
８
０
ト
ン
。
こ

れ
は
、
1
人
が
1
日
に
約
９
１
０
ｇ

の
ご
み
を
捨
て
て
い
る
計
算
に
な
り

ま
す
。
ご
み
を
し
っ
か
り
分
別
す
る

こ
と
や
、
か
ん
や
び
ん
な
ど
の
資
源

ご
み
を
分
別
し
、
資
源
の
再
利
用
と

ご
み
の
減
量
を
徹
底
す
る
。
　

　
ま
た
、
家
庭
か
ら
で
る
燃
や
せ
る

ご
み
の
約
50
％
は
生
ご
み
で
す
。
生

ご
み
を
廃
棄
す
る
際
は
、
水
気
を
十

分
に
き
っ
た
り
、
生
ご
み
処
理
機
を

使
用
し
堆
肥
に
か
え
れ
ば
、
そ
れ
も

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
つ
な
が
り

ま
す
。
環
境
政
策
の
合
言
葉
で
あ
る

３
Ｒ(

リ
ユ
ー
ス(

繰
り
返
し
て
使
う)

、

リ
サ
イ
ク
ル(

再
生
利
用)

、
リ
デ
ュ

ー
ス(

ご
み
の
排
出
抑
制)

)

を
私
た

ち
が
し
っ
か
り
認
識
し
、
積
極
的
に

実
施
す
る
こ
と
も
、
温
暖
化
対
策
の

1
つ
に
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
次
ペ
ー
ジ
の
よ
う
に
、
ち

ょ
っ
と
し
た
生
活
習
慣
を
見
直
す
だ

け
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
抑
制
す
る

方
法
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
節
電
を

し
た
り
、
外
出
時
は
自
転
車
や
公
共

交
通
機
関
を
極
力
利
用
す
る
な
ど
、

日
常
生
活
の
中
で
、
出
来
る
か
ぎ
り

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄
使
い
を

排
除
し
、
再
利
用
や
リ
サ
イ
ク
ル
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
、
循
環
型
社

会
を
構
築
し
地
球
温
暖
化
を
防
止
す

る
基
本
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
世
界
各
国
の
政
府
や
企
業

で
は
、
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
取
り

組
み
が
本
格
的
に
始
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
国
や
企
業
を
根
底
で
支
え

て
い
る
の
は
私
た
ち
国
民
1
人
ひ
と

り
で
す
。
１
０
０
年
後
の
地
球
が
今

よ
り
も
住
み
や
す
く
、
美
し
い
惑
星

で
あ
る
た
め
に｢

ま
ず
は
、
買
い
物

で
マ
イ
バ
ッ
ク
を
使
用
す
る｣

な
ど
、

地
球
の
未
来
の
た
め
に
、
身
近
な
こ

と
か
ら
地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組

ん
で
み
ま
し
ょ
う
！

地
球
の
未
来
の
た
め
に

身
近
な
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う

生ごみ処理容器などの購入費を助成しています！

＜屋内型生ごみ処理容器＞（写真左）

　EMボカシを使用することにより、生ごみを分解し、発

酵させて堆肥化する容器のことです。

＜家庭用電気式生ごみ処理機＞（写真右）

　電気を使用し、生ごみを減量・堆肥化する機器のこ

とで、生ごみを微生物の働きによって分解する｢分解型｣

と、熱によって生ごみを乾燥させる｢乾燥型｣があります。

※いずれも購入前に必ず申請が必要になります。

＜実施範囲＞

塩釜市・多賀城市・七ヶ浜町・

松島町・利府町・大和町・大郷

町・富谷町・大衡村域に係る下

記の小売業者

＜レジ袋の無料配布を中止する小売業者＞

＜キャッシュバックの継続およびエコポイント制を実施する小売業者＞

小売業者名

イオンリテール㈱東北カンパニー
（ジャスコ・マックスバリュ）

㈱ウジエスーパー

グリーンマート利府青山店

みやぎ生活協同組合

㈱ヤマザワ

㈱ヨークベニマル

小売業者名 詳細

㈱西友
マイバッグ持参で

２円キャッシュバック

多賀城・七ヶ浜商工会会員店舗
（協同組合多賀城スタンプ会会員82店舗）

エコポイントの付与

環境に関するお問い合わせは、環境生活課まで　　357－7454

2月2日より一部のスーパー・店舗等において
レジ袋の無料配布が中止となります！

■1台あたりの購入費の２分の１に相当する額
　（上限25,000円）
■1世帯につき1台まで。登録販売店で購入できます

広報しちがはま　21.2.1● 6

■1基あたりの購入費の2分の1に相当する額
（上限3,000円）
■1世帯につき2基まで



【出典】 環境省「地球温暖化パネル」家庭でできる温暖化対策（2007年4月改訂版）

地球にも家計にもやさしい　私たちにできる10の取り組み

① 暖房の温度を1℃低く、冷房の

　 温度を1℃高く設定する

　カーテンを利用して太陽光の入

射を調整したり、クールビズやウ

ォームビズを取り入れることで、

冷暖房機に頼らないで過ごせます。

◆年間約33㎏のCO2削減　◆年間で約1,800円の節約

⑥ 風呂の残り湯を洗濯に

　 使いまわす

　洗濯や庭の水のほか、トイレの

水に使っている方もいます。残り

湯利用のために市販されているポ

ンプを使うと便利です。

◆年間約7㎏のCO2削減　◆年間で約4､200円の節約

② 週2日、往復8kmの車の

　 運転をやめる

　通勤や買い物の際にバスや鉄道、

自転車を利用しましょう。歩いたり

自転車を使う方が健康にもよいですよ。

◆年間約184㎏のCO2削減　◆年間で約9,200円の節約

⑦ ジャーの保温を止める

　ポットやジャーの保温は利用時間

が長いため、多くの電気を消費します。

ごはんは、電子レンジで温め直すほ

うが電力の消費は少なくなります。

◆年間約34㎏のCO2削減　◆年間で約1､900円の節約

③ 1日5分、

　 アイドリングストップ

　駐車や長時間停車する時は、車

のエンジンを切りましょう。大気

汚染物質の排出削減にもなります。

◆年間約39㎏のCO2削減　◆年間で約1,900円の節約

⑧ 家族が同じ部屋で過ごし、
　 暖房と照明の利用を2割減らす

　家族が別々の部屋で過ごすと

暖房も照明も余計に消費します。

◆年間約238㎏のCO2削減　◆年間で約10,400円の節約

④ 待機電力を50%削減する

　主電源を切りましょう、長時間

使わない時は、コンセントを抜き

ましょう。また、家電製品の買い

替えの際には待機電力の少ないも

のを選ぶようにしましょう。

◆年間約60㎏のCO2削減　◆年間で約3,400円の節約

⑨ マイバックを持ち歩き、
　 省包装の野菜を選ぶ

　トレーやラップは家に帰れば、ご

みになってしまいます。マイバック

を持ち歩けばレジ袋を減らせます。

◆年間約58㎏のCO2削減　◆資源節約

⑤ シャワーを1日1分、
　 家族全員が減らす

　体を洗っている間、お湯を

流しっぱなしにしないように

しましょう。

◆年間約69㎏のCO2削減　◆年間で約7､100円の節約

⑩ テレビ番組を選び、
　 1日1時間テレビ利用を減らす

　見たい番組だけを選んで見る

習慣をつけましょう。

◆年間約14㎏のCO2削減　◆年間で約800円の節約

地球にも家計にもやさしい　私たちにできる10の取り組み

地球温暖化防止への第一歩は、毎日の生活の中のちょっとした工夫です。ここで挙げた10

の取り組みのうち、できるものから始めてみましょう！！

◆特集　地球のために、私たちができること

7 ●広報しちがはま　21.2.1



子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
と

た
く
さ
ん
遊
ん
だ
よ
！

　
12
月
21
日
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で「
親
子
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
・

ク
リ
ス
マ
ス
会
」
が
行
わ
れ
、
27
組
の

親
子
が
訪
れ
ま
し
た
●
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー

ジ
シ
ョ
ー
で
は
、
大
崎
地
方
の
保
育
士

ら
が
結
成
す
る「
ジ
ャ
イ
ア
ン
と
ぱ
ぱ
」

が
登
場
。
親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
図

る
踊
り
や
手
遊
び
、
ま
た
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
ヒ
ー
ロ
ー「
マ
ジ
ッ
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

が
登
場
す
る
寸
劇
な
ど
を
披
露
し
会

場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
に

開
催
さ
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
は
２

人
の
サ
ン
タ
が
登
場
し
、「
お
父
さ
ん

お
母
さ
ん
の
言
う
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と

聞
い
て
ね
」
と
子
ど
も
た
ち
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
贈
っ
て
い
ま
し
た
●
会
場
に

は
お
父
さ
ん
の
姿
も
多
く
見
ら
れ
、
親

子
同
士
の
き
ず
な
を
育
ん
で
い
ま
し
た
。

鈴
木
誠
人
く
ん
の
パ
パ
、
鈴
木
章
夫
さ

ん
は
、「
ジ
ャ
イ
ア
ン
と
ぱ
ぱ
の
踊
り

や
ゲ
ー
ム
が
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
、
サ

ン
タ
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
貰
え
て

と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

昔
な
が
ら
の
し
め
縄
作
り

地
区
住
民
交
流
の
場

　
12
月
23
日
、
吉
田
浜
公
民
分
館
に
お

い
て
し
め
縄
作
り
が
行
わ
れ
、
地
区
内

の
子
ど
も
た
ち
23
名
が
集
ま
り
正
月

用
の
し
め
縄
を
作
成
し
ま
し
た
●
こ

れ
は
、
吉
田
浜
公
民
分
館
が
毎
年
開
催

し
て
い
る
も
の
で
、
地
区
内
の
世
代
間

交
流
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
地

元
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
講
師

と
な
り
、
地
区
内
の
交
流
を
深
め
な
が

ら
、
昔
な
が
ら
の
し
め
縄
作
り
を
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
て
い
ま
す
●
作
業
が

始
ま
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
悪
戦
苦
闘

し
な
が
ら
も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
指
導
の
も
と
、
な
ん
と
か
し

め
縄
を
作
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
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七
ヶ
浜
町
武
道
祭
優
勝
者

　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
・
順
不
同
）

●
剣
道
の
部

　
小
学
生
初
心
者
の
部
　
安
藤
勇
斗（
遠
）

　
小
学
生
上
級
者
の
部
　
郡
山
大
地（
要
）

　
中
学
生
１
年
男
子
の
部
　
阿
部
竜
己（
汐
南
）

　
中
学
生
２
年
男
子
の
部
　
鈴
木
和
磨（
花
）

　
中
学
生
女
子
の
部
　
伊
藤
夏
子（
亦
）

●
空
手
の
部

　
小
学
生
２
年
男
子
組
手
の
部
　
阿
部
大
希
（
塩
釜
）

　
小
学
生
２
年
女
子
組
手
の
部
　
阿
部
優
花
（
菖
）

　
小
学
生
４
年
男
女
組
手
の
部
　
阿
部
昌
貴
（
境
）

　
小
学
生
５
年
男
子
組
手
の
部
　
鈴
木
拓
海
（
汐
南
）

　
小
学
生
２
年
男
子
形
の
部
　
中
村
辰
紀
（
代
）

　
小
学
生
２
年
女
子
形
の
部
　
佐
藤
純
華
（
汐
南
）

　
小
学
生
４
年
男
女
形
の
部
　
阿
部
昌
貴
（
境
）

　
小
学
生
５
年
生
男
子
形
の
部
　
亀
山
幸
輝（
汐
南
）

●
柔
道
の
部

　
幼
児
の
部（
努
力
賞
）　
遠
藤
翔
太（
汐
南
）

　
幼
児
の
部
　
　
　
　
　
遠
藤
太
一（
松
）

　
小
学
生
低
学
年
の
部
　
鈴
木
彩
可（
花
）

　
小
学
生
中
学
年
の
部
　
佐
藤
陸
王（
吉
）

　
小
学
生
高
学
年
の
部
　
佐
藤
銀
河（
吉
）

●
銃
剣
道
の
部

　
小
学
生
低
学
年
の
部（
努
力
賞
）　
熊
谷
和
樹（
吉
）

　
小
学
生
低
学
年
の
部
　
渋
谷
瑠
斐（
遠
）

　
小
学
生
高
学
年
の
部
　
小
幡
一
郎（
汐
南
）

　
中
学
生
の
部
　
　
　
　
　
澁
谷
悠
杜（
遠
）
　

湯
豆
腐
食
べ
て
風
邪
知
ら
ず

　
12
月
13
日
、
多
聞
山
で
「
毘
沙
門
様

の
お
歳
取
り
」
が
行
わ
れ
、
代
ヶ
崎
浜

地
区
住
民
を
中
心
に
多
く
の
参
拝
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
●
こ
れ
は
、
昔
毘
沙

門
堂
を
訪
れ
た
旅
人
が
、
厳
し
い
寒
さ

を
し
の
ぐ
た
め
に
湯
豆
腐
を
食
べ
た

ら
そ
の
後
病
気
を
し
な
か
っ
た
と
い

う
言
い
伝
え
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
参
拝
者
に
は
湯
豆
腐

が
振
る
舞
わ
れ
、
こ
れ
を
食
べ
る
と
風

邪
を
ひ
か
な
い
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
参
拝
者
は
、
自
宅
か
ら
持
参
し

た
お
餅
２
つ
を
毘
沙
門
様
に
さ
さ
げ
、

別
の
参
拝
者
が
供
え
た
も
ち
を
１
つ

持
ち
帰
る
こ
と
が
慣
わ
し
と
な
っ
て

い
ま
す
●
当
日
は
、
午
後
４
時
頃
か
ら

お
餅
を
持
参
し
た
参
拝
者
が
続
々
と

訪
れ
、
境
内
は
多
く
の
地
区
住
民
で
賑

わ
い
、
湯
豆
腐
を
何
杯
も
お
か
わ
り
す

る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

野
球
リ
ト
ル
シ
ニ
ア

及
川
慧
人
君
が
東
北
選
抜
に
選
出

　
１
月
２
日
か
ら
５
日
に
か
け
て
、
台

湾
で
「
日
台
国
際
野
球
大
会
」
が
開
催

さ
れ
、
野
球
の
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
東
北
選

抜
チ
ー
ム
が
参
加
。選
抜
チ
ー
ム
に
は
、

七
ヶ
浜
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
の
及
川
慧
人

く
ん
（
向
洋
中
２
年
）
も
参
加
し
、
台
湾

チ
ー
ム
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
●

及
川
く
ん
は
汐
見
小
ビ
ガ
ー
ズ
か
ら
七
ヶ

浜
シ
ニ
ア
に
加
入
。
昨
年
10
月
に
山
形

県
米
沢
市
で
開
催
さ
れ
た
東
北
大
会

に
お
い
て
強
肩
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
と
し

て
活
躍
し
、
準
優
勝
に
大
き
く
貢
献
。

そ
の
活
躍
が
認
め
ら
れ
、
選
抜
チ
ー
ム

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
●
昨
年
の
12
月

24
日
、
星
監
督
（
写
真
左
）
、
及
川
コ
ー

チ
（
写
真
右
）
と
と
も
に
役
場
を
表
敬

訪
問
。
及
川
君
は
「
東
北
大
会
は
チ
ー

ム
み
ん
な
の
お
か
げ
で
準
優
勝
で
き

ま
し
た
。
台
湾
で
は
精
一
杯
頑
張
り
た

い
で
す
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　町内の話題　ズームアップ
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自
覚
と
責
任
の
あ
る
大
人
に

　
1
月
11
日
、
国
際
村
で
成
人
式
が
行

わ
れ
、
２
６
６
名
の
新
成
人
の
う
ち
２

１
６
名
が
出
席
し
、
旧
友
と
の
再
会
を

喜
び
ま
し
た
●
式
典
で
は
、
新
成
人
代

表
と
し
て
長
谷
川
健
斗
さ
ん(

写
真
左
）

と
伊
藤
美
和
さ
ん(

写
真
右)

が｢

感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
新
た
な
自
覚
と

責
任
の
あ
る
大
人
に
な
る
こ
と
を
誓

い
ま
す
」
と
、
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。
ま
た
、
小
中
学
校
の
恩
師
の
先

生
方
も
出
席
。
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
で
中

学
時
代
の
写
真
が
映
し
出
さ
れ
る
な

ど
手
づ
く
り
の
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
の
12
月
、

吉
田
浜
地
区

の
吉
田
神
社

の
鐘
撞
堂
が

新
築
さ
れ
、
地

区
の
新
た
な

シ
ン
ボ
ル
と

な
り
ま
し
た
。

吉
田
神
社
鐘
撞
堂
が
新
築

け
 

い 
 

と

け
 

い 
 

と

か
 

ね 
 

つ
 

き

か
 

ね 
 

つ
 

き



♪

♪

♪

♪♪

今月のキーワード

アラカルト

　２月３日は節分です。　　

　｢節分」は本来、季節の変わり目のことで、立春･立夏・立秋・立冬の前日を示していま

した。特に旧暦では立春が１年の初めであることから次第に、

｢節分｣といえば春の節分を指すものとなりました。

このことから､立春が新年となり､節分は大晦日にあたるので、

前年の邪気をすべてはらう「追儺（ついな）」の行事が行なわれ

ており、その代表が豆まきです。

　豆まきは､煎った大豆を使い、自分の年の数だけ豆を食べ

るとその年は病気にならず長生きすると言われています。生

豆を使わないのは「拾い忘れたものから芽が出るとよくない

ことがある」と言われているためです。

【材料（4人分）】

米…………………2合
水…………… 450ml
大豆…………… 80ｇ
　 酒 　… 大さじ１
しょうゆ… 大さじ１
きざみのり……適量

①　大豆は煎っておく。（皮
に割れ目が入るまで）

②　米は洗って、分量の水
を入れておく。

③　②にａの調味料を加
えて軽く混ぜ、①の大
豆を加えて炊く。

④　炊き上がったら、さっ
くりと混ぜて器に盛
りつけきざみのりを
上からちらす。

節
分
・
立
春

エネルギー…350キロカロリー

　　　塩分…0.7ｇ

a
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ふれ愛
くらぶ

第
11
回

 煎り大豆が香ばしい豆ごはん  

節分豆ごはん節分豆ごはん

資源物
第26回　

分別した資源物の売上金が、
町に還元されています

　ごみ集積所に出された資源物(紙類・ペットボトル・金属等・ガ
ラス類)は収集された後、東部衛生処理組合で点検や梱包等の
処理を行い資源回収業者等に引き取られます。そして、引き取
られた資源物は、その種類や質、量に応じて売上金が町に納入
されます。
　平成19年度の七ヶ浜町の資源売上金は約500万円にもなり、こ
の売上金は町のごみ処理にかか
る費用(東部衛生処理組合負担金)
に還元されているんです。分別収
集の徹底は地球温暖化対策のほか、
ごみ処理費用の負担軽減にもつな
がりいい事ずくめです。皆さん、ご
みの分別を徹底しましょう！

資源物などごみの分別に関するお問い合わせは、環境生活課まで 　 357-7454

お子さんの写真やイラスト
お待ちしています

　「ふれ愛くらぶ」では、イラスト、

クイズ、お子さんの写真など、お待

ちしています！

　持参、封書、ハガキ、FAX、メー

ルで下記までお送りください。

【宛先】

広報しちがはま「ふれ愛くらぶ」

七ヶ浜町東宮浜字丑谷辺５－１

357-7439（直通）
357-5744（役場代表）

　　　kouhou@shichigahama.com

FAX

●Ｐ．Ｎ　鈴美さん

●Ｐ．Ｎ　くまぷぅ～さん

※お好みで、ちりめんじゃこや三つ葉をちらしてもよろしいです。



　
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
ア
ワ
ー
ド
は
、
平
成
16

年
度
に
財
団
法
人
地
域
創
造
設
立
10
周

年
を
記
念
し
て
創
設
さ
れ
た
総
務
大
臣

賞
で
す
。
こ
の
賞
は
、
地
域
に
お
け
る
創

造
的
で
文
化
的
な
表
現
活
動
の
た
め
の

環
境
づ
く
り
に
特
に
功
績
の
あ
っ
た
公

立
文
化
施
設
を
顕
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
受
賞
施
設
の
活
動
を
全
国
に
広
く
紹

介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
立
文
化
施
設

の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
図
り
、
美
し
く

心
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
推
進
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

全
国
の
地
方
公
共
団
体
か
ら
応
募
・
推

薦
の
あ
っ
た
施
設
を
対
象
に
、

　
①
文
化
・
芸
術
に
よ
る
地
域
振
興
や

ふ
る
さ
と
づ
く
り
と
い
う
地
域
を
豊
か

に
す
る
た
め
の
文
化
・
芸
術
振
興
ビ
ジ

ョ
ン
や
公
立
文
化
施
設
の
理
念
、
使
命

を
も
ち
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
施

設
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
。

　
②
先
進
性
、
テ
ー
マ
性
を
有
す
る
自

主
企
画
作
品
の
制
作
、
公
演
や
自
主
企

画
展
覧
会
の
開
催
等
創
造
的
な
活
動
に

取
り
組
む
と
と
と
も
に
、
内
外
の
優
れ

た
作
品
の
鑑
賞
機
会
の
提
供
に
意
欲
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

　
③
地
域
住
民
の
文
化
・
芸
術
活
動
の

育
成
支
援
、教
育
普
及
活
動
、住
民
参
加
・

参
画
な
ど
地
域
住
民
と
の
協
働
に
意
欲

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

　
以
上
の
点
な
ど
を
基
準
と
し
て
、
専

門
家
で
構
成
す
る
「
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
ア
ワ

ー
ド
審
査
委
員
会
」
に
お
い
て
厳
正
に

審
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
を
受
け
て

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
専
門
性
を
有
し
つ
つ
、
地
域
に
根
ざ

し
た
事
業
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
事

業
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
こ
と
が

国
際
村
の
地
域
に
根
ざ
し
た
事
業
展
開
、そ
し
て
、
国
際
村
を
支
え

続
け
て
い
た
だ
い
た
地
域
の
皆
さ
ま
の
活
躍
が
評
価
さ
れ
ま
し
た

　
平
成
５
年
７
月
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、「
芸
術
文
化
の
創
造
」「
国
際
交
流
」「
町
民
参
加
」
の
３
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、

Ｎ
ａ
Ｎ
ａ
５
９
３
１
や
Ｇ
ｒ
ｏ
ｏ
ｖ
ｅ
７
の
公
演
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
演
劇
、
展
示
な
ど
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
自
主
事
業
を

展
開
し
て
き
た
七
ヶ
浜
国
際
村
。

　
こ
の
度
、「
地
域
に
お
け
る
創
造
的
で
文
化
的
な
表
現
活
動
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
特
に
功
績
の
あ
っ
た
公
立
文
化

施
設
」
と
し
て
「
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
ア
ワ
ー
ド（
総
務
大
臣
賞
）」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
平
成
５
年
７
月
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、「
芸
術
文
化
の
創
造
」「
国
際
交
流
」「
町
民
参
加
」
の
３
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、

Ｎ
ａ
Ｎ
ａ
５
９
３
１
や
Ｇ
ｒ
ｏ
ｏ
ｖ
ｅ
７
の
公
演
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
演
劇
、
展
示
な
ど
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
自
主
事
業
を

展
開
し
て
き
た
七
ヶ
浜
国
際
村
。

　
こ
の
度
、「
地
域
に
お
け
る
創
造
的
で
文
化
的
な
表
現
活
動
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
特
に
功
績
の
あ
っ
た
公
立
文
化

施
設
」
と
し
て
「
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
ア
ワ
ー
ド（
総
務
大
臣
賞
）」を
受
賞
し
ま
し
た
。

国
際
村
が
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
ア
ワ
ー
ド

　
　
　
　（
総
務
大
臣
賞
）を
受
賞
し
ま
し
た

国
際
村
が
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
ア
ワ
ー
ド

　
　
　
　（
総
務
大
臣
賞
）を
受
賞
し
ま
し
た

国
際
村
が
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
ア
ワ
ー
ド

　
　
　
　（
総
務
大
臣
賞
）を
受
賞
し
ま
し
た

国
際
村
が
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
ア
ワ
ー
ド

　
　
　
　（
総
務
大
臣
賞
）を
受
賞
し
ま
し
た

国
際
村
が
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
ア
ワ
ー
ド

　
　
　
　（
総
務
大
臣
賞
）を
受
賞
し
ま
し
た

国
際
村
が
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
ア
ワ
ー
ド

　
　
　
　（
総
務
大
臣
賞
）を
受
賞
し
ま
し
た
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1月14日に東京都内で開催された受賞式には渡邊町長

が出席。自治体単独で運営する公立文化施設での受賞

は初という快挙。

1月14日に東京都内で開催された受賞式には渡邊町長

が出席。自治体単独で運営する公立文化施設での受賞

は初という快挙。



高
く
評
価
さ
れ
、
国
際
村
の
み
な
ら
ず
、

国
際
村
を
支
え
、
文
化
・
芸
術
に
よ
る
地

域
づ
く
り
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
地
域
の
皆
さ
ま
の
活
躍
に
対
す
る
評

価
も
込
め
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　<

特
に
国
際
村
が
評
価
さ
れ
た
点>

　
「
地
域
の
交
流
拠
点
と
し
て
国
際
交

流
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

音
楽
家
や
演
出
家
な
ど
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
長
年
に
わ
た
る
交
流
を
推
進
し
、

子
ど
も
を
中
心
と
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

や
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の

グ
ル
ー
プ
を
育
成
す
る
ほ
か
、
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
と
共
に
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
実

現
し
、
感
性
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
貢

献
し
て
き
た
こ
と
」が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
５
年
７
月
25
日
、
地
域
に
お
け

る
国
際
交
流
の
拠
点
、
そ
し
て
ま
た
文

化
芸
術
の
創
造
・
発
信
の
拠
点
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
在
の
七
ヶ
浜
国
際
村
が
誕
生
し
て
か

ら
、15
年
半
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
国
際
化
の
拠
点
と
し
て
、
一
方
通
行

で
は
な
い
国
際
交
流
を
展
開
し
、
異
文

化
の
相
互
理
解
と
な
る
よ
う
な
事
業
と

し
て
始
ま
っ
た
の
が
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
の
大
型
イ
ベ
ン
ト
「
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ウ
ィ
ー
ク
」で
す
。

　
現
在
は
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ

イ
ズ
」
と
名
前
を
変
え
、「
心
と
心
の
交

流
」「
文
化
と
文
化
の
出
会
い
」
の
場
と

な
る
よ
う
国
際
貢
献
な
ど
に
も
力
を
入

れ
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
今

年
の
テ
ー
マ
国
は
「
メ
キ
シ
コ
」
に
決
定

し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
文
化
芸
術
の
発
信
と
し
て

は
、
個
性
的
で
独
創
性
の
あ
る
も
の
、
芸

術
性
の
高
い
ス
テ
ー
ジ
創
り
に
こ
だ
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
開
館
当
時
か
ら
掲
げ

て
い
る
目
標
は
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
共

に
育
つ
こ
と
」
。
ス
タ
ッ
フ
も
観
客
も
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
感
性
や
成
長
に
直
接

ふ
れ
る
こ
と
で
共
に
成
長
で
き
る
機
会

を
創
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
思
い
が
集
結
さ
れ
た
の
が
夏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
芸
術
祭
「
七
ヶ
浜
ア
ー
ト
・
ウ
ォ
リ
ア

ー
ズ
」
。
公
演
や
展
示
な
ど
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
「
お
き
な
わ
ん
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
な
ど
は
、
そ
ん
な
思
い
が

集
約
さ
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
の
代
表
格
で

す
。

　
ま
た
、
コ
ン
セ
プ
ト
の
ひ
と
つ
で
あ

る
「
町
民
参
加
」
。
町
民
が
観
る
側
で
な

く
芸
術
文
化
に
直
接
ふ
れ
る
側
に
な
る

こ
と
で
町
独
自
の
芸
術
発
信
と
ま
ち
づ

く
り
、
ひ
と
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、町
民
参
加
事
業
と
し
て
は「
七

ヶ
浜
国
際
村
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
カ
ン
パ

ニ
ー
」
と
し
て
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
部
門
の

「
Ｎ
ａ
Ｎ
ａ
５
９
３
１
」
と
パ
ー
カ
ッ
シ

ョ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部
門
の
「
Ｇ
ｒ
ｏ

ｏ
ｖ
ｅ
７
」
が
国
際
村
の
ス
テ
ー
ジ
の

み
な
ら
ず
、
町
内
外
に
活
躍
の
場
を
広

げ
て
い
ま
す
。

　　
国
際
村
を
支
え
続
け
、
力
と
な
っ
て

き
た
の
は
人
と
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
お
客
様
で
す
。
国
際
村
の
モ
チ
ー
フ

と
も
な
っ
て
い
る
ス
パ
イ
ラ
ル
は
、様
々

な
パ
ワ
ー
を
取
り
込
み

な
が
ら
発
信
し
て
い
く

と
い
う
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
世
界
へ
、
未
来

へ
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
歩

ん
で
い
き
ま
す
。皆
さ
ん
、

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

国
際
村
15
年
の
歩
み

国
際
村
は
、

今
後
も
皆
さ
ん
と

と
も
に
歩
み
続
け
ま
す

357-5931

◆特集　国際村がJAFRAアワード（総務大臣賞）を受賞しました

お祝いのメッセージ

　ＪＡＦＲＡアワード受賞お

めでとうございます。 

　前阿部町長、現渡邊町長を

はじめ、ホールスタッフ、ホー

ル運営に関わられている町民

の皆さまの熱意がこのような

形で評価されて、ホール開設

時から、今までの歩みをご一

緒させていただいてる私とし

ては、嬉しく思います。

　町制50周年と併せてこれか

らの七ヶ浜の未来に向けての

明るい糧となりますことを心

よりお祝い申し上げます。

昨年のインターナショナルデイズ「トルコ」昨年のインターナショナルデイズ「トルコ」

NaNa5931NaNa5931

Groove7Groove7
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ピアニスト

仲道郁代さん
（七ヶ浜国際村レジデ

ント・アーティスト）



広報しちがはま　21.2.1● 14

　平成21年度七ヶ浜町非常勤職員および臨時職員を募集します。

◆非常勤職員募集

　雇用期間　平成21年４月１日～平成22年３月31日

◆緊急雇用経済対策としての臨時職員募集

　雇用期間　平成21年４月１日～平成22年３月31日まで
　　　　　　　の期間のうち６ヶ月未満
　対 象 者　平成20年11月１日以降に下記に該当する者
　　　　　　①町内在住で内定を取り消された方
　　　　　　②保護者が町内在住で通学のため他市町村
　　　　　　　に暮らしていて内定を取り消された方
　　　　　　③町内在住で企業の雇用調整等により、解雇
　　　　　　　　や継続雇用の中止を余儀なくされた方

◆臨時職員

　雇用期間　平成21年４月１日～９月30日（６ヶ月延長有）

　左記および上記の職種については、下記のとおり面
接試験を行います。詳しくは２月２日～配布する募集
要綱でご確認ください。
　面接試験
　　と　き　２月18日（水）・19日（木）
　　ところ　水道庁舎・役場会議室・中央公民館
　申込期間　２月２日（月）より募集要綱・申込用紙を役場受
　　付で配布します。申込期間は２月13日（金）まで（郵送は13
　　日（金）消印有効）です。申込用紙に記入し、写真貼付の上、
　　総務課へ提出してください。（土・日・祝日を除く）

◆臨時職員の登録受付
　登録制の臨時職員として看護師、准看護師、栄養士、
歯科衛生士、働く婦人の家託児保育士、事務補助員の登
録、受付を開始いたします。登録された方には、業務に
必要が生じた際に連絡させていただきます。
　登録期間　平成21年4月1日～平成22年3月31日
　募集要綱・申込期間・申込方法等
　　　　　　非常勤職員と同様です。

※詳しくは2月2日から配布する募集要綱をご覧下さい。
　（職種や予定人数等は変更になる場合があります。）

お問い合わせは、総務課まで　　　　　357-7436

町非常勤職員・臨時職員募集および臨時職員登録受付

職　　種 内　　容 予定人数 要資格等

嘱託留守家庭児童
保育館指導員 指導業務 4名程度 無

職　　種 内　　容 予定人数 要資格等

事務補助員 一般事務補助 若干名 無

職　　種 内　　容 予定人数 要資格等

嘱託保育士 保育業務 若干名 保育士

嘱託障害児保育士 保育業務 若干名 保育士

嘱託保育士 保育業務 若干名 保育士

介護認定調査員 介護認定調査業務 若干名 看護師または
准看護師

嘱託事務員
(老人福祉センター) 一般事務補助 1名 無(エクセル・

ワード操作)

嘱託業務員
(歴史資料館) 出土品等資料整理 1名 無(エクセル・

ワード操作)

　七ヶ浜循環線の新たなシステムとして小型バスで地

区内を運行し、併せて、時刻表の改正、運賃の設定によ

り、さらに利用しやすいバスにしようと現在検討して

います。

◆日中の時間帯を小型バスで地区内運行

　バスの利用者は、目的毎に大きく２つに分けられて

おり、朝夕は通勤・通学に、昼は通院と買物にバスをご利

用いただいております。それをもとに運行形態につい

ては、時間帯を朝（午前９時前まで）と日中（午前９時～

午後４時まで）、夕方（午後４時以降）時間帯に分けて考

えています。

　朝、夕方については、現在と同様県道を走行し、日中

については通院、買物等で利用する中高齢者の方が多

いため、小型バスにより地区内を運行し、バス停までの

距離を短くすることを優先に考えております。

◆日中の時間帯に多賀城便新設

　現在、花渕浜、吉田浜、代ヶ崎浜、東宮浜、要害地区か

らは多賀城に行く便がありませんでしたが、多賀城市

内に通院している方も多く、要望もありますので、日中

の時間帯に多賀城行きの便を新設したいと考えていま

す。

　バス運行に関する皆さまのご意見・ご要望は、随時政

策課にて承ります。利用しやすいバス交通体系に向け

て皆さんのご意見をお聴かせください。

お問い合わせは、政策課まで　　　　　357-7439

バス路線・新たなシステムを検討しています②

時間帯 主な利用者
新運行路線
（案）

現在の
運行路線

朝
（午前9時前まで） 通勤・通学 県道を走行 県

道

を

走

行

日中
（午前9時～午後4時まで）

中高齢者の
通院・買物

地区内を運行・
多賀城便を新設

夕方
（午後4時以降） 通勤・通学 県道を走行
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●会　　　場　　水道庁舎２階 会議室

●12月、1月の広報紙でもお知らせしておりますが、消費税、譲渡所得(株式等、土地や建物の売却)、配当所得の申告は、

　役場の申告会場では、受付できません。確定申告書作成会場(塩釜商工会議所)で行ってください。

●必要なもの　　

　□印鑑（認印可）

　□給与所得者の方は、源泉徴収票または雇用主からの支払明細書など、収入のわかるもの

　□年金所得のある方は、源泉徴収票（還付申告する場合、「支払い通知」では申告できません。ご注意ください）

　□営業・漁協・農業・不動産等事業所得のある方は、収支内訳書を作成してください。

　□生命保険・個人年金保険料支払証明書、損害保険料の支払証明書

　□社会保険料（国民健康保険税,介護保険料,後期高齢者医療保険料等）の領収書、国民年金保険料控除証明書

　□障害者・勤労学生の方は、各種手帳または証明書

　□還付申告をされる方は、源泉徴収票（コピー不可）、本人名義の口座番号

　□医療費控除を申告される方は、領収書の総額を計算し、お持ちください。

■申告が必要かどうか、チェックしましょう！
　※注意　平成21年1月1日に七ヶ浜町内に居住していることが前提です。

★スタート★

平成21年1月1日現在、
七ヶ浜町内に居住していましたか？

平成21年1月1日現在に居住する
市町村で申告をしてください。

平成20年1月から12月までの間に
収入がありましたか？

収入は次のどれにあたりますか。
①１か所からの給与収入
②１か所からの年金収入
③2か所以上からの給与または年金収入（給与と年金がある場合も含みます）
④農業、不動産、営業などの収入
⑤平成20年中に会社を退職

国民健康保険に加入していますか？ 会社等で年末調整をしましたか？

税務上、どなたかの扶養になって
いますか？

年末調整した以外に、扶養親族の変
更、医療費控除、住宅借入金等特別
控除（所得税より引ききれなかった
方も該当します）などを受けますか？

無収入である旨、役
場へ申告または連絡
してください。

申告の必要はありません。
※ただし、65歳以上で120万円以上、
65歳未満で70万円以上の年金受給
者は、申告が必要な場合があります。

税務署または役場で所得税・町
県民税の所得申告が必要です。

はい

はい

いいえ

はい

はいはい

はい

いいえ

②の方 ①の方 ③④⑤の方

いいえ いいえ

いいえいいえ

始まります！
平成20年分所得の所得税・町県民税の申告

※申告がないと、次年度の各種税証明書の発行はできません。
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暮らしアラカルト

日　時 地　　区

2月16日(月)

   17日(火)

　 18日(水)

   19日(木)

   20日(金)

   23日(月)

   24日(火)

   25日(水)

   26日(木)

　 27日(金)

日　時

3月2日(月)

   3日(火)

   4日(水)

   5日(木)

  6日(金)

  9日(月)

  10日(火)
 ～

  13日(金)

  16日(月)

■申告日程
　●受付時間　午前９時～11時30分/午後１時30分～４時
　※混雑緩和のため、地区ごとに期日を指定しております。お住まいの地区で申告できない場合は、予備日をご利用ください。

※所得税確定申告書は自宅のパソコンでも作成できます。ご利用ください。

　国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp

　①申告データ入力　→　②プリントアウト　→　③塩釜税務署に郵送（〒985-8601　塩釜市旭町17-15）

東宮浜　要害　御林
亦楽　火力

湊浜　　松ヶ浜

菖蒲田浜　　吉田浜

境　山

花渕浜　　代ヶ崎浜

地　　区

遠　山

汐見台　　汐見台南

予備日
（該当日に申告できなかった方）

所得税から住宅借入金等特別控除（住宅ローン控除）を引ききれなかった方は
町への申告が必要です
控除しきれなかった分が、住民税（所得割）から減額されます
税源移譲により、所得税が減額となり、控除できる住宅ローン控除額が減る場合があります。平成18年末までに入居し、所
得税の住宅ローン控除を受けている方で、所得税から控除しきれなかった額がある場合は、翌年度（平成21年度）の住民税
の所得割が減額となります。なお、税源移譲前の税率を用いて算出した所得税額がない方は、減額の対象となりません。

住民税の住宅ローン控除の適用を受ける方 住宅借入金等特別税額控除申告書の提出方法

所得税の確定申告をされない方 源泉徴収票と税務署からの「給与所得者の住宅借入金等特別控除申告書」の写しと、
金融機関からの「年末残高等証明書」の写しを添付して、役場税務課で申告

所得税の確定申告をされる方 所得税の確定申告書とともに、塩釜税務署または上記地区ごと日程にて役場で申告

平成20年以降、住民税の住宅ローン控除の適用を受けるためには、毎年申告が必要にな
ります。期限までに申告がない場合は減額となりませんので、ご注意ください。
平成20年分の所得税から控除しきれない額が発生した場合、平成21年3月16日までに、平成21年1月1日現在お住
まいの市区町村へ「市町村民税道府県民税 住宅借入金等特別税額控除申告書」を提出してください。

詳しくは、町ウェブサイトをご覧ください。

所得税から控除しきれなかった住宅ローン控除
額の分が、翌年度の住民税（所得割）から減額
所得税から控除しきれなかった住宅ローン控除
額の分が、翌年度の住民税（所得割）から減額
所得税から控除しきれなかった住宅ローン控除
額の分が、翌年度の住民税（所得割）から減額

所得税・町県民税の申告等のお問い合わせは、税務課 住民税係まで　　357-7452
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暮らしアラカルト

　
こ
こ
ろ
の
相
談

　
イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
や
る
気
が
で
な
い
、
眠

れ
な
い
な
ど
、
悩
み
や
困
り
ご
と
が
あ
る
方

に
、精
神
科
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
相
談

に
は
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　
●
と
　
き
　
２
月
９
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

　
●
と
こ
ろ
　
役
場
３
階
第
２
会
議
室

＊
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
増
進

　
課
　
保
健
指
導
係
ま
で

　
母
子
家
庭
お
よ
び
寡
婦
巡
廻
相
談

　
仙
台
保
健
福
祉
事
務
所
よ
り
相
談
員
が

巡
回
相
談
を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
母
子
家
庭
に
お
い
て
、
困
り
ご
と
等
に
つ

い
て
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間

の
重
複
等
を
避
け
る
た
め
、
予
め
ご
予
約
く

だ
さ
い
。

　
●
と
　
き
　
２
月
17
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
午
後
10
時
～
午
後
３
時

　
●
と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

＊
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
子
育
て
支

　
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

　
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　
近
年
、
交
通
事
故
の
様
態
も
複
雑
化
し
て

い
ま
す
。
そ
の
解
決
に
お
困
り
の
方
の
た
め

に
、
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
並
び
に
任

意
自
動
車
保
険
の
請
求
に
つ
い
て
、
無
料
で

相
談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
団
法
人
日
本
損
害

保
険
協
会
東
北
支
部
仙
台
自
動
車
保
険

請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
で

　
水
道
を
寒
さ
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

　
寒
さ
は
水
道
の
大
敵
で
す
。
気
温
が
マ
イ

ナ
ス
４
度
以
下
に
な
る
と
、
水
道
管
や
水
道

メ
ー
タ
ー
、蛇
口
が
凍
っ
て
水
が
出
な
く
な
っ

た
り
、
破
損
し
た
り
す
る
事
故
が
多
く
な
り

ま
す
の
で
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

積
雪
の
時
は
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
わ
か

ら
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
除
雪
し
て
検
針
し

や
す
く
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、水
道
事
業
所
ま
で

　
「
緊
急
保
証
制
度
」
の
相
談
窓
口
を

　
開
設
し
ま
し
た

　
10
月
31
日
か
ら
中
小
企
業
者
の
方
々
の

資
金
繰
り
対
策
を
応
援
す
る
た
め
の
「
緊
急

保
証
制
度
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
利
用
を
希
望
す
る
事
業
主
の
方
は
、
初
め

に
七
ヶ
浜
町
か
ら
緊
急
保
証
制
度
の
認
定

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
度
、
利
用
希
望
者
が
速
や
か
に
認
定

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
「
多
賀
城
・
七
ヶ
浜
商

工
会
」
に
も
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
し
た
。

認
定
の
手
続
き
方
法
や
そ
の
他
金
融
相
談

な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
多
賀
城
・
七
ヶ
浜
商

　
工
会
ま
で

　
ま
た
は
、産
業
課
水
産
商
工
係
ま
で

　
精
神
障
害
者
家
族
会
の
ご
案
内

　
ご
家
族
の
心
の
病
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

ご
家
族
の
皆
さ
ん
、
悩
ん
で
い
る
の
は
自
分

た
ち
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。

　
精
神
障
害
者
家
族
会
で
は
、
定
期
的
に
勉

強
会
や
懇
談
な
ど
の
集
ま
り
を
通
し
て
、
ご

家
族
の
癒
し
の
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

　
●
と
　
き
　
２
月
26
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
●
と
こ
ろ
　
七
ヶ
浜
町
水
道
事
業
所

　
●
内
　
容
　
勉
強
会
・
懇
談
会

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
増
進
課
　
保
健

指
導
係
ま
で

　
働
く
人
の
た
め
の
「
何
で
も
労
働

　
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」

　
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
宮
城
県
連
合

会
で
は
働
く
者
の
「
雇
用
と
生
活
の
安
定
」

を
守
る
た
め
、
勤
労
者
の
労
働
相
談
を
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。

　
秘
密
は
厳
守
し
、
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
●
と
　
き
　
２
月
14
日（
土
）～
16
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
●
無
料
電
話

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
連
合
宮
城
塩
釜
地
域

　
協
議
会
ま
で

　
認
知
症
研
修
会

　
認
知
症
の
高
齢
者
と
家
族
を
支
え
る
た

め
に
は
関
係
機
関
相
互
の
支
援
体
制
や
地

域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

こ
の
研
修
会
を
通
し
て
認
知
症
を
理
解
し

支
え
あ
い
、
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
地
域

づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
し
ま
せ
ん
か
？

※
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

　
●
と
　
き
　
３
月
15
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

　
●
と
こ
ろ
　
多
賀
城
文
化
セ
ン
タ
ー

　
●
テ
ー
マ
　
「
認
知
症
に
な
っ
て
も
こ
の

　
　
ま
ち
で
暮
ら
し
た
い
～
み
ん
な
で
支
え

　
　
る
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
～
」

　
●
講
　
師
　
浅
野
弘
毅
氏

　
●
定
　
員
　
４
５
０
名

　
●
参
加
費
　
無
料

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宮
城
県

　
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
協
議
会
ま
で

　
銃
刀
法
改
正
の
お
知
ら
せ

　
法
令
に
基
づ
き
職
務
の
た
め
所
持
す
る
場

合
等
を
除
き
、刃
渡
り
５
・
５
cm
以
上
の
剣
の

所
持
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
剣
と
は
、
柄
を
付
け
て
用
い
る
左
右
均
整

の
形
状
を
し
た
諸
刃
の
鋼
質
性
の
刃
物
で
、

先
端
部
が
著
し
く
鋭
く
、
本
来
殺
傷
の
用
具

と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
も
の
で
す
。
こ
の

法
令
に
違
反
す
る
と
３
年
以
下
の
懲
役
ま
た

は
、50
万
円
以
下
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

　
所
持
し
て
い
る
方
は
、
必
ず
警
察
に
廃
棄

処
分
を
依
頼
す
る
か
、
取
扱
業
者
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
７
月
４
日
ま
で
に
措
置

す
れ
ば
、
罪
に
問
わ
れ
ま
せ
ん
。（
平
成
21
年

１
月
５
日
か
ら
、
所
持
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
塩
釜
警
察
署
　
生
活

　
安
全
課
ま
で
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窓口

　
軽
自
動
車
の
名
義
変
更
・
廃
車

　
手
続
お
よ
び
車
検
は
お
早
め
に

　
３
月
に
入
る
と
、
名
義
変
更
や
廃
車
手
続

を
す
る
方
々
で
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

手
続
は
で
き
る
限
り
早
期
に
済
ま
せ
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
３
月
は
車

検
も
大
変
混
雑
し
ま
す
。
車
検
の
有
効
期
限

が
短
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ

ち
ら
も
早
め
に
受
検
す
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
●
受
付
時
間

　
　
　
午
前
８
時
45
分
～
11
時
45
分

　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

　
●
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
軽
自
動
車
検
査
協
会

　
宮
城
主
管
事
務
所
ま
で

　
仙
台
法
務
局
庁
舎
移
転
の
お
知
ら
せ

　
仙
台
法
務
局
は
、
次
の
と
お
り
仮
庁
舎
へ

移
転
し
業
務
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　
●
仮
庁
舎

　
　
〒
９
８
３-

８
５
０
９

　
　
　
仙
台
市
宮
城
野
区
名
掛
丁
１
２
８

　
　
　
　
　
広
瀬
通
Ｓ
Ｅ
ビ
ル
２
～
４
階

　
●
電
　
話
　
　
　
　
　
　
　
（
代
表
）

　
●
交
　
通
　
Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
か
ら
徒
歩
５
分

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
仙
台
法
務
局
ま
で

　
長
寿
医
療
と
国
民
健
康
保
険
の

　
保
険
料
（
税
）
を
年
金
か
ら

　
天
引
き
さ
れ
て
い
る
方
へ

「
年
金
天
引
き
」
、「
口
座
振
替
」
の
選
択
制
と

な
り
ま
す

　
長
寿
医
療
制
度
の
保
険
料
と
国
民
健
康

保
険
税
の
お
支
払
い
方
法
に
つ
い
て
、
平
成

21
年
度
か
ら「
年
金
天
引
き
」と「
口
座
振
替
」

の
い
ず
れ
か
の
方
法
を
選
択
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
納
付
方
法

を
変
更
す
る
場
合
、
定
め
ら
れ
た
要
件
を
満

た
す
方
の
み
が
変
更
可
能
で
し
た
が
、
来
年

度
か
ら
は
そ
の
要
件
が
な
く
な
り
ま
す
。

　
口
座
振
替
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
金
融
機
関
の
窓
口
に
て
口
座
振
替
の
申

込
手
続
き
を
済
ま
せ
、
税
務
課
の
窓
口
へ
次

の
も
の
を
ご
持
参
の
う
え
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。
申
請
後
、
審
査
承
認
さ
れ
た
方
は
年

金
か
ら
の
天
引
き
が
中
止
さ
れ
、
口
座
振
替

に
な
り
ま
す
。(

お
支
払
い
い
た
だ
く
保
険

料
の
総
額
は
か
わ
り
ま
せ
ん
。)

●
ご
持
参
い
た
だ
く
も
の

　
①
医
療
の
保
険
証

　
②
印
鑑
（
認
印
）

　
③
金
融
機
関
に
お
い
て
「
口
座
振
替
依
頼

　
　
書
」
を
提
出
し
た
際
の
本
人
控
え

※
納
付
状
況
等
か
ら
、
口
座
振
替
へ
の
変
更

　
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
口
座
振
替
に
変
更
し
た
場
合
、
そ
の
社
会

　
保
険
料
控
除
は
口
座
名
義
人
の
方
に
適

　
用
さ
れ
ま
す
。

※
お
申
し
出
い
た
だ
い
て
か
ら
、「
年
金
天

　
引
き
」
が
中
止
と
な
る
ま
で
４
ヶ
月
程
度

　
か
か
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
　
住
民
税
係

　
ま
で

　町制施行50周年記念事業の一環として、昭和42年3

月に発行した七ヶ浜町誌の「増補版」を41年ぶりに刊

行しました。これまでの町誌を再度見直すとともに

町制施行後の本町の歩んだ道のりを中心に七ヶ浜町

誌「増補版」としてまとめたものです。

　太古から海とともに生きてきた七ヶ浜町の貴重な

資料です。盛りだくさんの内容でお求めやすい価格

となっています。ぜひお買い求めの上、郷土愛を育む

宝典としていただければ幸いです。

◆「七ヶ浜町誌増補版」◆
　●価格　4,000円（税込）
　　※通信販売の場合は、別途送料等がかかります。
　●体裁　Ｂ５版　922ページ　写真約500点
　●増補版のデータＣＤ付き
　●発売日　平成20年11月8日
　●発行者　七ヶ浜町

旧町誌も絶賛発売中！
◆「七ヶ浜町誌」（旧町誌）◆
　●価格　1,500円（税込）
　　※通信販売の場合は、別途送料等がかかります。
　●体裁　Ａ５版　997ページ

◆お得なセット販売◆
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　●価格　１セット　5,000円（500円お得です！）

◆販売箇所（旧町誌、増補版ともに購入できます）◆
　●七ヶ浜町役場総務課
　●七ヶ浜国際村
　●七ヶ浜町歴史資料館
　●七ヶ浜町中央公民館
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暮らしアラカルト

　
大
学
通
信
教
育
合
同
入
学
説
明
会

　
大
学
通
信
教
育
の
入
学
を
希
望
す
る
方
へ
、

希
望
大
学
の
講
義
内
容
等
の
説
明
と
、
学
習

方
法
等
の
相
談
を
無
料
で
開
催
し
ま
す
。

　
●
と
　
き
　
２
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
正
午
～
午
後
５
時

　
　
　
　
※
参
加
申
込
不
要
、
入
退
場
自
由

　
●
と
こ
ろ
　
ア
エ
ル
５
階

　
●
参
加
校
　
40
校
（
大
学
26
校
、
大
学
院

　
　
　
　
　
　
８
校
、
短
期
大
学
６
校
）

　
●
対
　
象
　
一
般
お
よ
び
高
校
生

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、（
財
）
私
立
大
学
通
信

　
教
育
協
会
ま
で

　
第
44
回
耳
の
日
記
念
手
話
ま
つ
り

　
耳
の
日
（
３
月
３
日
）
を
記
念
し
、
毎
年
持

ち
回
り
で
開
催
し
て
い
る
行
事
で
す
。
手
話

の
世
界
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
●
と
　
き
　
３
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

　
●
と
こ
ろ
　
多
賀
城
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　
●
参
加
費
　
大
人
　
２
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
学
生
　
１
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
中
高
生
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
小
人
　
　
８
０
０
円

　
　
　
　
　
　
託
児
　
　
５
０
０
円

　
●
内
　
容

　
　
講
演
（
い
ぶ
き
劇
団
　
河
合
依
子
氏
）

　
　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
手
話
劇
、
踊
り
）

　
　
抽
選
会

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、（
社
）
宮
城
県
ろ
う
あ

　
協
会
ま
で

　
検
察
審
査
会
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ

　
検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有
す
る
国
民

か
ら
無
作
為
に
選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審

査
員
が
、
被
害
者
か
ら
の
申
し
立
て
な
ど
を

も
と
に
、
検
察
官
が
被
疑
者
を
裁
判
に
か
け

な
か
っ
た
こ
と
（
こ
れ
を
「
不
起
訴
処
分
」
と

い
い
ま
す
。
）
の
よ
し
あ
し
を
審
査
す
る
と

こ
ろ
で
、
刑
事
手
続
き
の
中
に
国
民
の
良
識

を
反
映
さ
せ
、
よ
り
よ
い
刑
事
司
法
を
実
現

す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
審
査
の
申
立
て
に
は
、
費
用
は
一
切
か
か

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
申
立
人
の
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。
検
察
審
査
会
の
窓
口
で
は
、

申
立
て
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
仙
台
検
察
審
査
会
事

　
務
局
ま
で
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３
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８
１
８
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７
０

293
５
５
３
１

222
６
１
１
１

◆ベビールーム「めんこ・めんこ」◆
　２か月から６か月の赤ちゃんと保
護者の方を対象に、ベビーマッサージ
やフリートークで楽しく過ごします。
　●と　き　２月25日（水）午前10時～
　●ところ　子育て支援センター
　●持ち物　バスタオル、タオル２枚、
　　　　　　オムツ、ミルク（母乳）、
　　　　　　母子手帳
　●申　込　２月20日（金）まで

◆マタニティサロン◆
　おなかの赤ちゃんと、心のふれあ
いを始めていますか。妊娠中は色々
と気がかりなことが出てくるもので
す。そんなあなた（妊婦さん）の気持
ちを分かち合うフリートークの時間
や沐浴レッスンを取り入れた教室を
開催します。
　●と　き　２月25日（水）午前10時～
　●ところ　子育て支援センター
　●持ち物　母子手帳
　●申　込　２月20日（金）まで

◆みんなで遊べる「すまいる広場」◆
（子育て支援センター自由開放日）
　お子さんと一緒に、自由に遊べる
室内広場です。育児中の方々同士の
情報交換、仲間づくりの場にもなっ
ています。また、保育士・保健師が育
児の相談に応じています。
【２月～３月上旬の開放日】
●２月
　２（月）、３（火）、５（木）、６（金）、９（月）、   
　10（火）、12（木）、13（金）、16（月）、17（火）、
　20（金）、23（月）、24（火）、27（金）
●３月（上旬分）
　２（月）、３（火）、４（水）、５（木）、６（金）、
　９（月）、10（火）
　※いずれも午前９時～午後３時

◆あそぼ・あそぼ◆
　今回は「お雛様作り」です。親子で
楽しいふれあいの時間を持ちまし
ょう。
　●と　き　２月20日（金）午前10時～
　●ところ　子育て支援センター
　●申　込　２月17日（火）まで

◆まつぼっくりdayに参加しませんか◆
　一時保育利用を考えている方を対
象に、まつぼっくり広場を開放します。
親子で来て一緒に遊びましょう。
　●と　き　２月３日（火）、17日（火）
　　　　　　午前10時～11時
　●ところ　まつぼっくり広場
　●人　数　１日５組（要予約）

◆皆様の子育てを応援しています◆
　子育ての悩みや発育などについ
ての相談に、随時応じています。マ
マ同士の交流や情報交換の場とし
てもご利用ください。

お申し込み・お問い合わせは、子育て支援センター（母子健康センター内）まで　　 357-7455

子育て支援センターだより

あ
た
た
か
い
心

　
次
の
よ
う
な
善
意
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。
紙
面
に
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

◇
七
ヶ
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
●
楽
し
い
映
画
を
見
る
会
　
様

　
●
七
ヶ
浜
な
か
よ
し

　
　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
会
　
様

　



しちがはまあそびの城～遊ぼう!元気っ子～

暮らしアラカルト

お問い合わせは、アクアゆめクラブまで　 357-7920

　
ほ
の
ぼ
の
農
園
利
用
者
募
集

　　
平
成
21
年
度
の
「
ほ
の
ぼ
の
農
園
」（
家
庭

菜
園
用
の
畑
）
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。
Ｅ

Ｍ
を
利
用
し
た
ボ
カ
シ
（
肥
料
）
で
、
安
心
・

安
全
・
お
い
し
い
野
菜
作
り
に
挑
戦
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
●
利
用
資
格
　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

　
●
区
画
面
積

　
　
　
①
一
般
用
　
　
　
　
25
㎡

　
　
　
②
車
い
す
向
け
用
　
５
㎡

　
●
年
間
使
用
料

　
　
　
①
一
般
用
　
　
　
１
０
０
０
０
円

　
　
　
②
車
い
す
向
け
用
　
２
０
０
０
円

　
●
利
用
期
間

　
　
　
平
成
21
年
４
月
１
日
～

　
　
　
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で

　
●
減
免
措
置
　
身
体
障
害
者
手
帳
を
お

　
　
　
持
ち
の
方
は
、
使
用
料
の
減
免
対
象

　
　
　
と
な
り
ま
す
。

　
●
募
集
期
間
　
２
月
25
日（
水
）ま
で

＊
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
産
業

　
課
　
農
政
係
ま
で

　
七
ヶ
浜
町
生
涯
学
習

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
一
般
展
示
作
品
募
集

　　
皆
さ
ん
ご
自
慢
の
作
品
を
生
涯
学
習
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

展
示
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
中
央
公
民
館
窓

口
に
て
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
●
と
　
き
　
２
月
28
日
（
土
）・
３
月
１
日
（
日
）

　
●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

　
●
募
集
作
品
　
容
易
に
展
示
が
可
能
な

　
　
　
　
　
　
　
作
品（
５
点
ま
で
）

　
●
募
集
締
切
　
２
月
15
日(

日
）

※
作
品
の
搬
入
・
展
示
等
は
、
各
自
で
行
っ

　
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
希
望
者
が
多
数
の

　
場
合
は
一
部
展
示
で
き
な
い
場
合
が
あ

　
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

＊
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
中
央

　
公
民
館
ま
で

　
母
子
家
庭
等
就
業
支
援
講
習
会

　　
県
内
の
母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡
婦
の

方
を
対
象
に
就
業
支
援
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。受
講
料
は
無
料(
教
材
費
実
費
）で
す
。

◆
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
過
程

　
●
と
　
き
　
４
月
５
日
～
10
月
11
日

　
　
　
　
　
　（
各
日
曜
日
17
日
間
）

　
●
と
こ
ろ
　
宮
城
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
●
定
　
員
　
30
名

◆「
エ
ク
セ
ル
」ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
レ
ベ
ル

　
●
と
　
き
　
４
月
12
日
～
７
月
12
日

　
　
　
　
　
　（
各
日
曜
日
12
日
間
）

　
●
と
こ
ろ
　
パ
ソ
コ
ン
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
　
せ
ん
だ
い
東
口
校

　
●
定
　
員
　
10
名

※
申
込
方
法
は
往
復
は
が
き
に
講
習
名
、
住

　
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
２
月

　
20
日(

必
着
）ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
〒
９
８
３-

０
８
３
２

　
仙
台
市
宮
城
野
区
安
養
寺
３-

７-

３

＊
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、（
財
）

　
宮
城
県
母
子
福
祉
連
合
会
ま
で

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
平
成
21
年
度

　
入
学
生
・
受
講
生
募
集

　　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
広
域
通
信
制
高
等
学

校
お
よ
び
生
涯
学
習
通
信
講
座
の
学
生
・
受

講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
無
料

の
案
内
書
・
願
書
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　
●
募
集
内
容

　
・
高
等
学
校
普
通
科
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
を

　
　
利
用
し
て
３
年
で
高
校
卒
業
資
格
取
得
）

　
・
生
涯
学
習
通
信
制
講
座
（
趣
味
か
ら
資

　
　
格
ま
で
全
２
０
０
コ
ー
ス
以
上
）

　
●
募
集
期
間

　
・
高
等
学
校
普
通
科
　
２
月
１
日
～
４
月
20
日

　
・
生
涯
学
習
通
信
講
座
　
通
年
申
込
受
付

◆
案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ま
で

　みんなで元気にいっぱい遊んで食べて新しい春を
迎えよう！ピカピカの1年生になるお友だちを迎えて、
おにいさん・おねえさんといろいろなスポーツで遊
ぼう！さぁ、みんな集まれ～！！

●と　き
●ところ
●対　象
●内　容

●定　員
●参加費
●申　込

●締　切

3月29日（日）　午前9時～午後2時

町民体育館・キャンプ場

年長児（新1年生）～小学5年生

いろいろなニュースポーツ、ゲームで遊ぼう！

お昼は流しそうめんを食べよう！

70名

1人　700円

3月3日（火）よりアクアゆめクラブ事務局にて

受付開始

3月24日（火）（定員になり次第終了）
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256
６
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357
７
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ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島

　（
子
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
事
業
）

　　
文
部
科
学
省
所
管
の
（
財
）
国
際
青
少
年

研
修
協
会
で
は
、「
ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ

ロ
ン
島
」
の
参
加
者
を
全
国
よ
り
募
集
し
て

い
ま
す
。
主
な
野
外
活
動
は
、
世
界
で
も
有

数
の
透
明
度
を
も
つ
青
い
海
で
活
動
や
南

の
島
独
自
の
文
化
を
体
験
す
る
活
動
で
す
。

　
●
と
　
き
　
３
月
27
日（
金
）～

　
　
　
　
　
　
４
月
２
日（
木
）６
泊
７
日

　
●
と
こ
ろ
　
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

　
●
説
明
会
　
２
月
14
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
午
後
３
時
30
分
～
４
時
30
分

　
　
　
　
　
　
仙
台
市
青
年
文
化
セ
ン
タ
ー

　
●
定
　
員
　
小
学
生
３
５
０
名

　
　
　
　
　
　（
小
学
２
～
６
年
生
）

　
●
締
　
切
　
３
月
６
日（
金
）申
込
先
着
順

＊
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、(

財
）

　
国
際
青
少
年
研
修
協
会
ま
で

０
３
‐
３
３
５
９
‐
８
４
２
１

０
４
２
‐
５
７
２
‐
３
１
５
１



＊お問い合わせは、健康増進課 保健指導係まで 357-7448
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受付／午前9時～午後3時

塩釜地区休日急患
診療センター
（塩釜医師会館1階）

　366-0630

�
�
仙
石
線

西
塩
釜
駅

下
馬
駅

GS NTT塩釜

赤石病院

塩釜三中
坂総合
病院

休
日
急
患

診
療
�
�
�
�

暮らしアラカルト

45

塩釜市北浜4-5-12

塩 釜 市 本 町 8 - 2

多賀城市町前三丁目1-17

多賀城市大代一丁目1-38

利府町菅谷台三丁目7-1

塩 釜 市 宮 町 1 - 9

塩釜市佐浦町13-22

多賀城市大代五丁目2-1

松 原 歯 科 医 院

皆 川 歯 科 医 院

はぎわら歯科医院

おおしろ歯科クリニック

すがや台歯科医院

目 黒 歯 科 医 院

熊谷歯科口腔外科クリニック

杉 山 歯 科 医 院

2/ 1

8

11

15

22

3/ 1

8

15

365-0001

366-2385

366-6400

362-2822

767-6480

362-0633

366-4712

364-6478

【受付】
　午前9時～11時30分
　午後1時～4時
　※土曜は小児科のみ午後6時 
　　30分～9時30分まで受付。

13:00～
　15:30

3/1

10:00～
　12:00

生涯学習
センター

献　血 全血献血

19

12:15～
　12:30

1歳6か月児
健 康 診 査

H19.7.1～31出生児
希望者にはフッ素塗布
を行います。（100円）

12:45～
　13:00

〃

フッ素塗布
（ 1 0 0 円 ）

①1歳9か月児
　（H19.5.1～31出生児）
②2歳児
　（H19.2.1～28出生児）
③2歳3か月児
　（H18.11.1～30出生児）
※母子手帳・フッ素塗布
カード・歯ブラシをお持
ちください

3 歳 児
健 康 診 査

12:15～
　12:30

H17.8.1～31出生児
希望者にはフッ素塗布
を行います。（100円）

18

フッ素塗布
（ 1 0 0 円 ）

〃

12:45～
　13:00

①2歳6か月児
（H18.8.1～31出生児）

②3歳児
（H18.2.1～28出生児）

③3歳3か月児
（H17.11.1～30出生児）

※母子手帳・フッ素塗布
カード・歯ブラシをお持
ちください。

と き 行事名 ところ 受付時間 対象・内容

2/4 1 歳 児
歯 科 健 診

母子健康
センター

12:15～
　12:30

H20.1.1～2.29出生児
※母子手帳・母と子の歯
ブラシ・タオルをお持ち
ください

開館時間　午前9時～午後4時　

入浴時間　午前10時～午後2時30分

　　　　　※土･日･祝日と休館日は入浴できません。

休 館 日　月曜日（祝日の場合は翌日休館）

持参する物　浴用タオル、昼食

＊お問い合わせは、老人福祉センター「浜風」まで　　357-4976

9:30 9:35 9:40 9:45 9:50 9:55

代ヶ崎 東宮 要害 境山 遠山 汐見台火
�
木

9:30 9:35 9:40 9:45 9:50 9:55

湊浜 松ヶ浜 菖蒲田浜 花渕浜 吉田浜 亦楽水
�
金

◆バス時刻表(休館日を除く火～金に送迎を行います)

利用者

バス送迎

老人福祉センター

●と　き　２月12日（木）、26日（木）

　　　　　午前10時～正午

●ところ　塩釜保健所

●引取手数料

　生後90日以内の犬・猫…1頭   400円

　生後90日以上の犬・猫…1頭 2,000円

※お問い合わせは、塩釜保健所まで

363-5505

64

43

9

15

転入

転出

出生

死亡

（＋ 6）

（＋12）

（＋ 3）

（＋15）

6,497

10,511

10,687

21,198

世帯数

男

女

計

町の面積 13.27 km2

町木　 クロマツ 町花　 ハマギク

姉妹都市 アメリカ・マサチューセッツ州プリマス

1月1日現在の人口（前月比）



舞台発表

七ヶ浜町生涯学習フェスティバル

TM

Treadmark of American Soybean Association

環境に優しい大豆油インキを
使用しています

見つけてみませんか？新しい自分！
　｢生涯学習フェスティバル」は、町内の方々がサークルや講座をとおして活動してきたことを、多くの人に紹介する

イベントです。この機会に、素晴らしい展示作品や、練習を重ねてきた舞台やダンスをぜひご覧下さい。一緒に活動し

てみませんか？きっと新しい自分が見つかるはずです！

■ダンスパーティー
　ワルツやタンゴを始め、様々なダンスを予定しております。

初心者の方ももちろん大歓迎！

　●と　き　2月21日（土）

　　　　　　午後5時30分～8時30分

　●ところ　中央公民館２階大会議室

■展示発表
　生涯学習センターを中心に活動されている方々の作品が

一同に展示されます。その出来栄えは、本当に見事なものば

かり！来年はぜひあなたの作品も！

　●と　き　2月28日（土）～3月1日（日）

午前10時～午後3時

　●ところ　生涯学習センター

　●内　容　園芸、編み物、刺しゅう、書道、シルクスクリーン、

デコパージュ、ちぎり絵、陶芸、パンフラワー、

ビーズアクセサリー、フラワーアレンジメント、

プリザーブドフラワー、盆栽など

【協賛イベント、特別コーナー】

勾玉づくり、献血、茶席、骨盤整体、

フットセラピー、ネイルアート、

きもの着付けショー、軽食販売など

■舞台発表
　力の入った舞台は、毎年大盛況です。プロ顔負けの演技

は必見です。どなたでもご覧になれますので、お気軽にご来

場ください。

　●と　き　3月１日（日）

　　　　　　午前10時～午後3時　

　●ところ　老人福祉センター「浜風」

　●内　容　カラオケ、コーラス、三味線、大正琴、

　　　　　　太極拳、民謡、舞踊、フラダンス、レクダンス、

　　　　　　朗読など

利き酒大会参加者募集

「日本のお酒講座」で、利き酒大会を行います。
自信のある方は、ふるってご参加ください。
お酒の話、鏡開きも体験できます。
●と　き　2月28日（土）
　　　　　午前10時30分から
●ところ　勤労青少年ホーム
●参加費　無料
※車を運転される方、未成年の方は参加で
きません。
＊お問い合わせは、勤労青少年ホームまで
　　　　　　　　　　　　　　357-4977

＊内容は、変更される場合があります。お問い合わせは、

　　　　　　　　　 生涯学習課まで　　357－3302
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